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氏　　　　　名
	

	性別
	
	年齢
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大学院
	大学院・専攻名
	

	
	指導教員名
	

	
	所属先住所
	

	メールアドレス
	




・調査票を作成するにあたり、以下の1.～3.を宣誓いたします。（確認後☑とすること）
□1. 本プログラムへ申し込むことについて、2026年4月に所属する大学院の指導教員から承諾を得ました。
□2. 教員等による、直接的な添削は行われていません（文章の一般的な書き方に関する助言を受けることは可）。
□3. ChatGPT等、生成AIを利用した作文はしていません。

2～4ページにある1－5の質問に回答してください。受講生選抜の際の審査資料となりますので、本プログラムの趣旨をよく理解し、記述してください。
また、フォントは11pt以上で、指定された枠内に収まる分量で記載してください。
	1． 今まで力を入れて取り組んできたことの内容と、本プログラムを志望する動機を記載してください。





	2． 修士課程修了後の進路希望と、そこにおいて本プログラムの成果をどのように生かしたいか記載してください。





	3． 修士課程で進めようと考えている研究テーマ・概要について説明してください。





	4． 第4項で述べた研究は、火山現象・ハザードの理解や火山防災に対してどのように貢献すると考えるか説明してください。





	5．以下の動画は、富士山の大規模噴火（宝永噴火規模）を想定し、噴火現象および広域に及ぶ降灰の影響について、科学的な知見に基づいて整理した内閣府防災の資料映像です。
https://www.youtube.com/watch?v=2tYpUXiw4-0「富士山の大規模噴火と降灰の影響（内閣府防災）」
　動画を視聴したうえで、富士山の大規模噴火およびそれに伴う降灰災害にどのように備えるべきかについて、以下の観点を踏まえて論じなさい。
① 富士山の大規模噴火・降灰の影響にはどのような特徴があるか。さらに、こうした被害想定は、　
火山防災や社会の備えにおいてどのような役割を果たすと考えられるか。
② 噴火規模や降灰の影響を想定することには、どのような不確実性や限界があるか。
それらを前提に、火山学的知見は、社会の中でどのように位置づけられるべきか。
    ※回答欄はp5の枠まであります。
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